





A review of recent literature on stresses among nurses in long-term care 
health facilities
Ikuko Uozumi
Graduate School of Human Ecology, Kinjo Gakuin University
 The purpose of the present study was to elucidate future issues related to research on stress experienced by nurses 
working in long-term care health facilities, based on a review of Japanese literature. The results of our review of literature 
concerning stress in nurses who work in long-term care health facilities revealed that previous literature can be classiﬁed 
as being characterized by one of the following ﬁve viewpoints: 1) factors of stress, 2) physical and psychological response 
to stress, 3) stress coping ,4) development and utility of scales to objectively measure stress, and 5) other. Of these, 
research concerning factors of stress in long-term care health facilities were characterized by “systemic problems of long-
term care health facilities,” “difﬁculty in communicating with elderly persons and symptoms such as verbal and physical 
abuse,” “difﬁculty of inter professional coordination,” etc.　Moreover, it was found that issues facing research on stress 
in nurses working in long-term care health facilities are 1) insufﬁcient number of studies concerning countermeasures for 
stress in nurses, 2) lack of research concerning comprehensive relationships among various factors, 3) lack of examination 
of stress from a positive viewpoint. These findings reveal the necessity of future research that examines educational 
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1　
対
象
文
献
の
概
要
文
献
番
号
著
者
論
文
名
な
ど
研
究
デ
ザ
イ
ン
内
容
対
象
目
的
研
究
結
果
1
長
谷
川
真
澄
（
20
02
）
せ
ん
妄
状
態
に
あ
る
老
人
保
健
施
設
入
所
高
齢
者
の
ケ
ア
に
お
け
る
困
難
ー
看
護
婦
・
士
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
か
ら
，
札
幌
医
科
大
学
保
健
医
療
学
部
紀
要
，
5号
，
57
-6
3．
質
的
研
究
要
因
老
人
保
健
施
設
の
看
護
師
老
人
保
健
施
設
の
看
護
婦
・
士
を
対
象
に
せ
ん
妄
状
態
の
入
所
高
齢
者
を
ケ
ア
す
る
際
の
看
護
婦
・
士
の
困
難
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
老
人
保
健
施
設
の
経
験
年
数
が
困
難
感
の
有
無
に
影
響
し
て
い
た
。
さ
ら
に
，
困
難
な
内
容
と
し
「
意
思
疎
通
困
難
，
暴
言
暴
力
な
ど
の
症
状
」「
他
入
所
者
へ
の
影
響
」「
二
次
障
害
の
恐
れ
」「
勤
務
体
制
の
問
題
」「
対
応
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
」
な
ど
が
抽
出
さ
れ
た
。
2
山
口
隆
司
加
納
良
男
小
池
伸
一
他
（
20
06
）
介
護
老
人
保
健
施
設
職
員
の
介
護
ス
ト
レ
ス
に
関
す
る
調
査
，
作
業
療
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
，
40
（
1）
，
83
-9
0．
量
的
研
究
反
応
老
人
保
健
施
設
，
看
護
師
，
介
護
士
老
人
保
健
施
設
職
員
の
介
護
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
お
よ
び
個
人
的
要
因
，
ス
ト
レ
ス
反
応
，
コ
ー
ピ
ン
グ
，
Q
O
L
の
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
。
看
護
師
を
含
む
31
名
の
対
象
者
の
70
％
が
ス
ト
レ
ス
反
応
と
し
て
日
常
的
に
全
身
疲
労
感
を
呈
し
て
お
り
，
頭
痛
，
眼
精
疲
労
な
ど
の
局
所
疲
労
感
と
と
も
に
仕
事
の
影
響
を
受
け
て
い
た
。
な
か
で
も
35
.4
％
が
う
つ
傾
向
を
示
し
，
情
緒
的
消
耗
が
危
険
領
域
に
及
ん
だ
者
は
25
.6
％
に
達
し
て
い
た
。
さ
ら
に
，
45
.1
％
の
職
員
が
充
実
感
を
感
じ
に
く
い
状
況
に
あ
っ
た
。
3
箱
石
文
恵
井
上
寛
隆
原
嶋
朝
子
他
（
20
07
）
老
人
施
設
に
勤
務
す
る
看
護
お
よ
び
介
護
職
員
の
身
体
的
，
心
理
的
ス
ト
レ
ス
，
埼
玉
医
科
大
学
短
期
大
学
紀
要
，
18
（
1）
，
61
-6
5．
量
的
研
究
反
応
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
，
老
人
保
健
施
設
看
護
職
員
，
介
護
職
員
老
人
施
設
に
勤
務
す
る
看
護
お
よ
び
介
護
職
員
の
ス
ト
レ
ス
の
緩
和
対
処
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
に
勤
務
前
後
の
ス
ト
レ
ス
負
荷
状
況
を
身
体
的
，
心
理
的
な
側
面
か
ら
調
査
し
，
身
体
的
ス
ト
レ
ス
，
心
理
的
ス
ト
レ
ス
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
看
護
職
32
名
，
介
護
職
42
名
計
74
名
か
ら
の
回
答
を
得
た
。
ス
ト
レ
ス
総
合
得
点
の
平
均
値
は
看
護
職
よ
り
介
護
職
が
高
値
を
示
し
た
が
，
有
意
な
差
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
尿
中
バ
イ
オ
ピ
リ
ン
（
酸
化
ス
ト
レ
ス
マ
ー
カ
ー
）
の
濃
度
は
両
職
種
と
も
，
夜
勤
後
が
高
値
を
示
し
た
。
4
H
ir
oy
uk
 
H
yo
do
u
（
20
09
） 
介
護
施
設
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
看
護
師
と
介
護
士
の
労
働
条
件
，
生
活
習
慣
及
び
仕
事
上
の
ス
ト
レ
ス
に
関
す
る
研
究
（
A
 S
tu
dy
 o
f 
th
e 
W
or
k 
C
on
di
ti
on
s，
 D
al
ly
 L
iv
in
g 
H
ab
it
s 
an
d 
O
cc
up
at
io
na
l 
S
tr
es
s 
of
 N
ur
se
s 
an
d 
C
ar
e 
W
or
ke
rs
 E
m
pl
oy
ed
 b
y 
N
ur
si
ng
 C
ar
e 
M
ed
ic
al
 F
ac
il
it
ie
s）
， 
Jo
ur
na
l 
of
 R
ur
al
 M
ed
ic
in
e，
4（
1）
，
7-
14
.
量
的
研
究
対
処
老
人
保
健
施
設
，
看
護
師
，
介
護
士
介
護
施
設
の
看
護
師
と
介
護
士
の
労
働
条
件
，
日
常
生
活
習
慣
と
職
業
的
な
ス
ト
レ
ス
を
明
ら
か
に
す
る
。
看
護
師
27
名
，
介
護
士
41
名
に
調
査
研
究
を
し
た
結
果
，
看
護
師
が
介
護
職
よ
り
職
場
環
境
ス
ト
レ
ス
，
仕
事
へ
の
適
応
感
に
お
い
て
有
意
に
高
か
っ
た
。
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
身
体
・
精
神
反
応
に
つ
い
て
は
有
意
な
差
は
な
か
っ
た
。
両
職
種
と
も
上
司
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
が
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
要
因
と
考
え
ら
れ
た
。
5
松
岡
広
子
百
瀬
由
美
子
渡
辺
み
ど
り
他
（
20
10
）
介
護
保
険
施
設
に
勤
務
す
る
看
護
職
が
体
験
す
る
役
割
ス
ト
レ
ス
，
日
本
看
護
福
祉
学
会
，
15
（
2）
，
14
9-
16
2．
質
的
研
究
要
因
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
，
老
人
保
健
施
設
看
護
職
員
介
護
保
険
施
設
で
働
く
看
護
師
が
役
割
や
看
護
業
務
の
状
況
に
対
す
る
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
を
明
ら
か
に
す
る
。
役
割
に
関
す
る
ス
ト
レ
ス
と
し
て
「
高
齢
者
を
尊
重
し
た
ケ
ア
の
実
施
を
阻
む
労
働
条
件
」「
看
護
師
と
し
て
の
責
務
か
ら
生
じ
る
精
神
的
重
圧
」「
施
設
ケ
ア
に
お
け
る
質
向
上
の
限
界
」
の
3つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
抽
出
さ
れ
た
。
で
き
た
。
6
S
ac
hi
ko
 H
ar
a
S
ak
ae
 M
ik
an
e
Y
os
hi
ko
 F
ut
oy
u
（
20
10
）
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
け
る
看
護
職
員
の
認
知
症
患
者
へ
の
困
難
感
と
職
務
，
職
務
満
足
の
相
関
（
R
el
at
io
ns
hi
ps
 b
et
w
ee
n 
D
em
en
ti
a 
C
ar
e 
D
ut
ie
s 
an
d 
th
e 
Jo
b 
S
at
is
fa
ct
io
n 
of
 N
ur
si
ng
 S
ta
ff
 i
n 
U
ni
t-
ty
pe
 G
er
ia
tr
ic
 H
ea
lt
h 
S
er
vi
ce
 F
ac
il
it
ie
s）
，
K
w
as
ak
i　
Jo
ur
na
l 
of
 M
ed
ic
al
 W
el
fa
re
，
15
（
2）
，
61
-7
5．
量
的
研
究
対
処
老
人
保
健
施
設
・
看
護
師
介
護
老
人
福
祉
施
設
で
働
く
看
護
師
32
4名
の
仕
事
満
足
度
と
認
知
症
ケ
ア
へ
の
困
難
感
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
す
る
。
制
御
と
逃
避
と
い
う
2つ
の
要
因
が
仕
事
の
実
施
に
影
響
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
今
後
，
看
護
師
が
職
務
満
足
を
維
持
し
質
の
高
い
認
知
症
ケ
ア
を
実
施
し
て
い
く
た
め
に
，
看
護
師
の
制
御
を
中
心
と
す
る
反
応
を
す
る
こ
と
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
7
小
口
多
美
子
豊
島
美
枝
子
須
佐
公
子
（
2 0
11
）
定
年
退
職
後
に
高
齢
者
施
設
に
勤
務
し
 て
い
る
看
護
職
者
の
ス
ト
レ
ス
や
困
難
・
雇
用
者
へ
の
要
望
，獨
協
医
科
大
学
看
護
学
部
紀
要
，
5（
1）
，
49
-5
4．
質
的
研
究
要
因
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
，
老
人
保
健
施
設
・
看
護
師
老
健
の
看
護
職
者
の
就
業
時
の
ス
ト
レ
ス
や
困
難
，
雇
用
者
へ
の
要
望
を
明
ら
か
に
す
る
。
 
ス
ト
レ
ス
を
「
勤
務
条
件
」「
職
員
と
の
人
間
関
係
」「
医
療
判
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
へ
の
不
安
」「
利
用
者
や
家
族
と
の
関
係
」「
制
度
へ
の
意
見
」「
報
酬
の
検
討
」
等
に
大
別
し
た
。
8
杉
山
匡
児
玉
桂
子
（
20
11
）
従
来
型
施
設
の
ユ
ニ
ッ
ト
化
改
修
に
伴
う
特
養
職
員
の
ス
ト
レ
ス
反
応
の
変
化
―
改
修
前
と
改
修
3か
月
後
の
比
較
，
日
本
社
会
事
業
大
学
研
究
紀
要
，
57
，
99
-1
09
．
量
的
研
究
反
応
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
看
護
職
，
介
護
職
員
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
の
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
導
入
が
施
設
で
働
く
職
員
（
3名
の
看
護
職
を
含
む
26
名
）
の
ス
ト
レ
ス
反
応
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
を
検
討
す
る
。
不
安
・
重
責
感
の
下
位
尺
度
で
3か
月
後
が
有
意
に
高
値
を
示
し
た
。
ま
た
，
改
修
後
3か
月
時
に
身
体
症
状
に
関
す
る
得
点
が
有
意
に
高
か
っ
た
。
そ
れ
ら
に
対
し
適
切
な
対
処
を
迅
速
に
行
う
必
要
性
が
あ
る
。
9
佐
賀
里
昭
田
中
浩
二
平
瀬
達
哉
他
（
20
11
）
介
護
保
険
施
設
職
員
の
自
己
効
力
感
の
特
徴
-医
療
・
保
健
施
設
職
員
と
の
比
較
か
ら
，
日
本
作
業
療
法
研
究
学
会
誌
，
41
（
1）
，
23
-
27
．
量
的
研
究
対
処
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
，
老
人
保
健
施
設
の
全
職
員
介
護
保
険
施
設
職
員
（
看
護
師
12
名
を
含
む
），
医
療
・
保
健
施
設
職
員
の
自
己
効
力
感
の
実
態
を
調
査
し
，
介
護
保
険
施
設
に
お
け
る
特
徴
的
な
自
己
効
力
感
を
注
出
す
る
。
主
観
的
な
健
康
感
は
介
護
保
険
職
員
群
，
医
療
・
保
健
職
員
群
で
有
意
な
差
は
認
め
ら
え
な
か
っ
た
。
特
定
的
自
己
効
力
感
に
お
い
て
は
友
人
に
関
す
る
4項
目
で
介
護
保
険
施
設
の
職
員
が
有
意
に
高
値
を
示
し
た
。
10
多
田
由
紀
松
本
晴
美
吉
崎
貴
大
他
（
20
12
）
介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
け
る
女
性
交
代
制
勤
務
者
の
食
事
摂
取
量
と
体
重
増
加
の
関
連
，
日
本
循
環
器
予
防
学
会
，
47
（
1）
，
23
-2
7．
量
的
研
究
反
応
老
人
保
健
施
設
，
看
護
師
，
介
護
士
介
護
老
人
保
健
施
設
の
女
性
看
護
師
，
介
護
福
祉
士
を
対
象
と
し
食
事
摂
取
量
と
勤
務
形
態
，
体
重
増
加
の
関
連
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
交
代
制
勤
務
者
は
日
勤
勤
務
の
み
の
者
と
比
較
し
て
既
婚
者
が
少
な
く
，
ス
ト
レ
ス
，
疲
労
感
が
高
か
っ
た
が
，
20
歳
時
か
ら
の
体
重
増
加
に
つ
い
て
は
有
意
な
差
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
交
替
勤
務
者
に
お
け
る
体
重
増
加
は
，
夜
勤
中
の
夜
食
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
や
婚
姻
状
況
が
有
意
に
関
連
し
て
い
た
。
11
阿
出
川
奈
美
淡
下
玲
子
金
子
真
弓
他
（
20
14
）
介
護
老
人
保
健
施
設
で
働
く
看
護
師
が
抱
え
る
ス
ト
レ
ス
，
日
本
看
護
学
会
論
文
集
-老
年
看
護
 4
4，
19
-2
2.
質
的
研
究
要
因
老
人
保
健
施
設
・
看
護
師
介
護
老
人
保
健
施
設
で
働
く
看
護
師
の
ス
ト
レ
ス
を
把
握
す
る
。
看
護
師
が
抱
く
ス
ト
レ
ス
と
し
て
「
老
健
の
体
制
的
な
問
題
」「
自
己
の
判
断
力
へ
の
不
安
」「
他
職
種
と
の
人
間
関
係
」
の
3つ
の
要
因
が
抽
出
さ
れ
た
。
12
横
矢
ゆ
か
り
百
瀬
由
美
子
藤
野
あ
ゆ
み
他
（
20
13
）
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
お
け
る
看
護
職
の
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
と
職
務
満
足
度
の
関
係
，
日
本
看
護
福
祉
学
会
18
（
2）
，
15
-2
7．
量
的
研
究
尺
度
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
看
護
師
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
尺
度
の
開
発
と
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
と
職
務
満
足
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。
ス
ト
レ
ス
尺
度
と
し
て
①
急
変
時
の
判
断
と
対
処
②
入
所
者
や
家
族
へ
の
対
応
③
他
施
設
と
の
連
携
④
施
設
の
危
機
管
理
⑤
業
務
の
煩
雑
さ
⑥
入
所
者
か
ら
の
暴
言
・
暴
力
⑦
ス
タ
ッ
フ
間
の
人
間
関
係
⑧
仕
事
家
事
・
育
児
の
両
立
⑨
治
療
方
針
の
不
確
か
さ
の
9因
子
31
項
目
か
ら
な
る
尺
度
を
作
成
し
た
。
看
護
師
の
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
と
職
務
満
足
度
の
間
に
弱
い
相
関
関
係
が
み
ら
れ
た
。
13
岡
本
華
枝
藤
野
文
代
（
20
14
）
介
護
保
険
施
設
に
お
け
る
看
護
師
の
急
変
時
の
対
応
に
関
す
る
文
献
検
討
，
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
研
究
学
会
誌
，
5（
2）
， 
67
-7
1．
文
献
レ
ビ
ュ
ー
そ
の
他
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
，
老
人
保
健
施
設
・
看
護
師
介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
け
る
急
変
時
対
応
の
看
護
師
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。
急
変
時
の
対
応
に
関
す
る
12
の
文
献
か
ら
，「
ケ
ア
の
実
際
」「
教
育
・
研
修
ニ
ー
ズ
」「
ス
ト
レ
ス
・
困
難
」「
業
務
自
己
評
価
」
の
4つ
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
14
瀧
上
恵
子
森
元
文
代
坂
口
始
津
代
他
（
20
15
）
介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
け
る
新
人
看
護
師
の
職
場
適
応
の
特
徴
-
急
性
期
病
院
に
お
け
る
新
人
看
護
師
と
の
比
較
，
日
本
看
護
学
会
論
文
集
，
看
護
教
育
，
45
，
27
8-
28
1．
質
的
研
究
要
因
老
人
保
健
施
設
・
看
護
師
介
護
老
人
保
健
施
設
の
新
人
看
護
師
の
不
安
，困
難
を
把
握
す
る
。
介
護
老
人
保
健
施
設
で
働
く
看
護
師
は
，
対
象
の
多
さ
に
不
安
や
戸
惑
い
を
感
じ
て
い
た
。
さ
ら
に
多
職
種
連
携
の
重
要
性
を
挙
げ
て
い
た
。
15
田
畑
真
澄
山
崎
喜
比
古
（
20
16
）
介
護
老
人
保
健
施
設
で
働
く
看
護
職
と
介
護
職
の
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
及
び
ス
ト
レ
ス
特
性
の
比
較
，
日
本
看
護
福
祉
学
会
21
（
2）
，
22
1-
23
5．
量
的
研
究
尺
度
老
人
保
健
施
設
，
看
護
師
，
介
護
士
介
護
職
と
看
護
職
の
職
場
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
及
び
ス
ト
レ
ス
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
N
IS
H
O
を
も
と
に
13
因
子
か
ら
な
る
尺
度
を
作
成
し
た
。
そ
の
う
ち
，「
物
理
的
環
境
」「
役
割
葛
藤
，役
割
の
曖
昧
さ
」 「
グ
ル
ー
プ
内
対
人
葛
藤
」「
グ
ル
ー
プ
間
対
人
葛
藤
」「
人
々
へ
の
責
任
」
「
技
能
の
低
活
用
」
の
7項
目
で
看
護
職
が
介
護
職
よ
り
有
意
に
高
か
っ
た
。
